
高品質・省力化を同時に達成するシステム
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畜産スマート技術の開発



日本の畜産農家の牛の飼養規模は拡大している

平成27年畜産統計（農林水産省）

生産管理の省力化の技術開発は重要
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牛の受胎率低下と疾病多発は、畜産経営にとって大きな問題

少人数で牛群管理・監視を可能にする畜産スマート技術の開発

牛の受胎率の低下と疾病の多発
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牛の人工授精の受胎率が低下

肉用牛・乳用牛の人工授精の受胎率の推移
（2007，家畜改良事業団調べ）

○優良な子牛の生産性↓
○良質な牛乳の生産性↓

牛の健康状態を個体ごとに
「見える化！」

早期発見が重要

牛の疾病多発と経済的な損耗

乳牛・肉牛の疾病による被害

【平成26年度】
死廃事故頭数：21万頭
病傷事故件数：232万件
共済金額：506億円（死廃事故＋病傷事故）

家畜共済統計表（農林水産省）



牛のウェアラブル生体センシング技術の開発

目標 牛の繁殖機能や健康状態を常時モニタリングできる、
実用的なウェアラブル生体センシング技術の開発と製品化・普及

牛の人工授精の受胎率を15％向上、生産病の早期診断と治療費の半減



にほ
日本農業新聞に掲載
（平成28年2月26日）

体表温センサ

小型ルーメンセンサ

小型腟内センサ

【研究成果】

腟内に留置する

牛の排卵時期を予測

受胎率を向上

体表（尾根部）に設置

体温を測定

・発熱（肺炎など）の発見
・分娩予知

胃内に留置する

胃の機能を測定

・胃の疾患を早期発見
・食欲増進



○牛の体温を持続的にモニタリングして健康管理

▶牛の体表温度を持続的にモニタリングできる無線体表温センサシステムを開発
しました。

▶実験的に作出した肺炎牛の発熱状態を検出できる事が確認できました。

牛の体温を持続的に測定
することで、肺炎など発熱を
生じる疾患牛の早期発見が
期待されます。



研究体制（産官学連携・農工連携）

【センサシステムの開発】 【検査（診断）の基盤技術の開発】

【実証試験・普及技術の開発】【製品化技術の開発】
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情報

基盤研究から製品化まで一体的に実施


